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中間案 最終案 備 考 

３ 計画の基本方針と目標 

（３） 数値目標 

『2020 年（フレフレ）関西！800 万人作戦』で目指す数値目標 

（ブランド力のアップ） 

・2020 年の関西への訪日外国人訪問率       40％（2013 年 約 33％） 

・2020 年の関西への訪日外国人旅行者数    800 万人（2013 年 約 345 万人） 

（周遊力、滞在力のアップ） 

・2020 年の関西での外国人延べ宿泊者数   2,000 万人（2013 年 約 793 万人） 

・2020 年の関西での訪日外国人旅行消費額   約 1 兆円（2013 年 約 4,700 億円） 

（文化体験のアップ） 

・関西での文化体験（文化施設訪問や生活文化体験など）の機会を増やす  
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【関西広域連合委員会での意見】 

 

① 「関西への訪問率 40％」の目

標値は低いのではないか。再

検討をすべき。 

 

※関東や中部の訪問率が下がっ
てきている中で、関西は 33％前

後で推移している状況であり、
目標値として十分意欲的な数値
だと考えられる。また、関西経済
連合会の「関西広域観光戦略」
においても同じ目標数値を掲げ
ており、官民一体で推進すること
からも、修正しない。 

 

４ 目標達成のための戦略 

（１）国際観光 

戦略テーマⅣ 安心して楽しめるインフラ整備の充実 

③ 安心・安全の確保 

・災害時や緊急時における対応など、外国人観光客の安心・安全を確保するための環境

整備や取組を進める。 

 

４ 目標達成のための戦略 

（１）国際観光 

戦略テーマⅣ 安心して楽しめるインフラ整備の充実 

③ 安心・安全の確保 

 ・災害時に備えて、広域防災局とも連携し、関係施設の協力を得て、一時滞在施設や備

蓄品の確保、適切な情報提供、帰宅困難者支援などの外国人観光客に向けた安心・安全

を確保するための環境整備や取組を進める。 

 

 

② 外国人観光客の災害時の対応

について、帰宅困難者対策な

ど広域防災局との連携も含め、

考えていかないといけない。 

 

（３）東京オリンピック・パラリンピック等に向けて 

① 国とも連携した関西文化プログラムの実施 

 ・関西各地の文化資源や伝統の上に、新しい関西文化を創造していく取組をはなやか関

西・文化戦略会議で検討を行う。 

 ・関西の歴史的周年事業をつなぎ発信する関西文化首都年事業を関西各地で実施す

る。 

・日本の古典楽劇（歌舞伎・人形浄瑠璃・能）の作品ゆかりの地での上演、7 月～9 月開催

の祭りや公演の連携など、既存の文化資源を活用したイベントへの情報発信による支援を

行う。 

 ・SNSの活用などによる広報を実施する。 

 

 

（３）東京オリンピック・パラリンピック等に向けて 

① 国とも連携した関西文化プログラムの実施 

 ・関西各地の文化資源や伝統の上に、新しい関西文化を創造していく取組をはなやか関

西・文化戦略会議で検討を行う。 

 ・関西の歴史的周年事業をつなぎ発信する関西文化首都年事業を関西各地で実施す

る。 

・日本の古典楽劇（歌舞伎・人形浄瑠璃・能）の作品ゆかりの地での上演、7 月～9 月開催

の祭りや公演の連携、障害者の芸術など、既存の文化資源を活用したイベントへの情報発

信による支援を行う。 

 ・関西各地の特徴ある文化的な催しをオリンピックに向け統一的な名称を冠し、発信する。 

 ・SNSの活用などによる広報を実施する。 

 

③ ｢アール・ブリュット｣を盛り込ん

でほしい。 

 

※「パラ・アート」など、類似の言葉
が多数存在するため、「障害者
の芸術」と記述。 

 

④ カルチュラル・オリンピアードに

ついて、あと 2 年後ということで

あれば、27 年度から各府県市

が持っている素材を集めて広

域連合で冠をかぶせてやって

いってはどうか。 
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